
新 宿 区 男 女 共 同 参 画 情 報 誌  

男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。
仕事も暮らしも楽しむ。
そんなあなたを応援する情報誌です。
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平成27年度 男女共同参画フォーラムを実施しました
うれしいことも つらいことも 自然体で

～水泳から学び、伝えたいこと～
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ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

推
進
優
良
企
業
表
彰
式

第
一
部

今
回
で
７
回
目
を
迎
え
る
優
良
企
業
表
彰
で

は
、
申
請
企
業
の
中
で
も
特
に
優
れ
た
取
組
み

を
行
っ
て
い
る
３
社
に
吉
住
健
一
区
長
か
ら
表

彰
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
の
コ
メ
ン
ト
は

４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
場
か
ら
は
「
企
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

知
る
機
会
に
な
っ
た
」「
こ
の
よ
う
に
前
向
き

な
取
組
み
が
増
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

声
と
と
も
に
、
あ
た
た
か
い
拍
手
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

う
れ
し
い
こ
と
も

つ
ら
い
こ
と
も
　
自
然
体
で

第
二
部

岩
崎
さ
ん
は
１４
歳
で
出
場
し
た
バ
ル
セ
ロ
ナ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
、
日

本
史
上
最
年
少
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
な
り
ま
し

た
。
９８
年
の
引
退
後
は
児
童
の
指
導
方
法
を
学

ぶ
た
め
に
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
。
現
在
は
ス
イ
ミ

ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
水
泳
の
指
導
の

ほ
か
水
泳
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
出
演
や
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し

て
活
躍
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演
開
始
前
、
岩
崎
さ
ん
の
紹
介
Ｖ
Ｔ
Ｒ
で

当
時
の
競
技
の
映
像
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
流
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
参
加
者
か
ら
は
「
１４
歳

で
金
メ
ダ
リ
ス
ト
！
す
ご
い
！
」（
１０
代
）「
懐

か
し
い
」（
３０
代
）「
素
晴
ら
し
い
快
挙
だ
っ

た
」（
７０
代
）
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

２
月
２０
日
（
土
）、
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
社
会
を
め
ざ
し
て
、
区
民
に
よ
る
実
行
委
員

会
と
区
が
協
働
で
企
画
・
運
営
し
て
い
る
フ
ォ

ー
ラ
ム
（
２２
年
度
ま
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
は

今
回
で
１７
回
目
と
な
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
Ｈ
Ａ

Ｎ
Ｄ　
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
（
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
）
に
よ
る

歌
と
ダ
ン
ス
と
手
話
を
融
合
さ
せ
た
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
。
来
場
者
も
手
話
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
て
歌
い
踊
り
、
会
場
一
体
と
な
っ
て
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ダ
ン
ス
に
手
話
を
取
り

入
れ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
初
め
て
見
た
と
い

う
方
が
多
く
、「
手
話
を
や
っ
て
み
た
い
」「
手

話
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
Ｖ
Ｔ
Ｒ
終
了
後
、
壇
上
に
上
が
っ
た

岩
崎
さ
ん
の
「
水
泳
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
お
話

し
し
た
い
」
と
の
言
葉
か
ら
講
演
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
静
岡
県
沼
津
市
の
生
ま
れ
。
静

岡
は
フ
ジ
ヤ
マ
の
ト
ビ
ウ
オ
と
呼
ば
れ
た
古
橋

廣
之
進
さ
ん
の
出
身
地
で
す
。
４０
年
位
前
か
ら

町
に
は
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
あ
り
、
３
歳

上
の
お
姉
さ
ん
が
先
に
通
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

岩
崎
さ
ん
は
５
歳
の
時
に
ス
ク
ー
ル
へ
入
り
ま

し
た
。

初
め
か
ら
泳
ぐ
の
が
早
か
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
目
標
タ
イ
ム
の
設
定
、
進
級
テ
ス
ト
、
記

録
会
、
市
の
大
会
か
ら
全
国
大
会
ま
で
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
自
分
に
合
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
話
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
ま
た
「
姉
の
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
が

快
感
で
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
会

場
の
皆
さ
ん
か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
考
会
で
は
私
が
２
位
、

姉
は
４
位
。
家
族
で
す
か
ら
ギ
ク
シ
ャ
ク
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
出
場
を
手
放
し
で
喜
べ
な

い
ま
ま
、
代
表
合
宿
に
入
り
ま
し
た
」
合
宿
で

は
何
も
考
え
る
余
裕
も
な
く
、
１
日
に
２
回
、

８
千
～
９
千
メ
ー
ト
ル
を
泳
ぐ
毎
日
。
と
に
か

く
や
ら
な
く
て
は
と
い
う
気
持
ち
で
自
分
を
追

い
込
み
、
し
っ
か
り
と
練
習
を
積
ん
だ
こ
と
に

よ
っ
て
自
信
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。

当
時
の
世
界
記
録
は
２
分
２５
秒
。
岩
崎
さ
ん

は
２
分
３１
秒
。
い
つ
も
通
り
や
ろ
う
と
、
予
選

の
ス
タ
ー
ト
台
に
乗
り
、
１
０
０
分
の
１
秒
差

で
２
位
。
１０
年
間
破
ら
れ
な
か
っ
た
日
本
記
録

も
２
分
２７
秒
で
更
新
で
き
た
の
で
す
。

日時　平成２８年２月２０日㈯
会場　四谷区民ホール

男女共同参画
フォーラム

平成２7年度

特集

 オープニングアトラクション
　ボーカル＆手話パフォーマンスグループ
　HAND SIGN（ハンドサイン）

 第一部
　�ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰式

 第二部
　講演　岩崎恭子
　うれしいことも　つらいことも　自然体で
　～水泳から学び　伝えたいこと～

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
中
の
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｎ
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ハ

ン
ド
サ
イ
ン
）
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決
勝
前
に
鈴
木
陽
二
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
か
ら
の

助
言
に
救
わ
れ
て
無
心
で
臨
む
こ
と
が
で
き
た

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
「
実
際
に
体
験
し
た
選
手

の
お
話
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
」（
７０
代
）
な

ど
、
言
葉
の
重
み
と
強
さ
を
会
場
の
皆
さ
ん
は

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

決
勝
が
終
わ
っ
た
後
は
や
り
遂
げ
た
と
い
う

感
覚
は
な
く
、
た
だ
び
っ
く
り
し
た
と
い
う
岩

崎
さ
ん
。
競
技
後
の
素
直
な
思
い
で
語
っ
た

「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
幸
せ
で
す
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
に
対
す
る
反
応
に
つ
ら
い
思

い
を
し
た
こ
と
、
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
後
は
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
傷
付
き
、
記
録
も
悪
く
な
っ

て
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
、
つ
ら
い
経
験
も
は
っ
き
り
と
話
し
て
下
さ

っ
た
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。

高
校
１
年
の
時
に
行
っ
た
ア
メ
リ
カ
遠
征
が

き
っ
か
け
で
、
水
泳
が
楽
し
い
と
い
う
気
持
ち

を
思
い
出
し
「
人
か
ら
な
ん
と
思
わ
れ
て
も
い

い
。
応
援
し
て
く
れ
る
人
、
分
か
っ
て
く
れ
る

人
が
い
れ
ば
そ
れ
で
い
い
」
と
思
う
こ
と
が
で

き
、
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る

こ
と
を
決
め
た
そ
う
で
す
。
参
加
者
か
ら
は

「
あ
の
時
は
私
も
心
を
痛
め
て
ま
し
た
」（
６０

代
）「
何
事
も
自
分
か
ら
行
う
こ
と
、
素
直
さ

の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
し
た
」（
７０
代
）
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
歳
に
な
る
娘
さ
ん
の
子
育
て
と
仕

事
、
自
分
も
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
こ
と
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
優
良
企
業
表
彰
式
を
見
て
感
じ
た
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
泳え

い

縁え
ん

」
を
大
切
に

最
後
に
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
選
手
の
も
の
で
も
関
わ
っ

て
い
る
人
た
ち
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
た
く
さ
ん
の
感
動
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
で

す
」
と
笑
顔
で
熱
く
語
り
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
の
先
輩
で
あ
る
木
原
光
知
子

さ
ん
（
故
人
）
が
「
泳
（
ぐ
）
縁
」
と
書
い
て

「
え
い
え
ん
」
と
読
む
言
葉
を
残
し
て
下
さ
っ

た
と
い
う
お
話
は
、「
心
に
響
く
キ
ー
ワ
ー
ド

で
し
た
」（
４０
代
）
と
い
う
感
想
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
、
多
く
の
参
加
者
の
心
に
残
り
ま
し
た
。

「
泳
ぐ
縁
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人

へ
の
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も
ご
縁
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う

結
び
の
言
葉
に
、
会
場
は
た
く
さ
ん
の
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
「
う
れ
し

い
こ
と
も　

つ
ら
い
こ
と
も　

自
然
体
で
」
と

い
う
言
葉
が
私
た
ち
の
心
に
刻
ま
れ
た
１
時
間

で
し
た
。

特集

啓発活動の目的観を共有するために、「新宿区男女共同参画推進
条例第１１条」を学ぶことができました。講師の岩崎さんは“ありの
ままの心で諦めない生き方”を貫いてきた体験を語って下さり、啓
発事業に参画できたことを嬉しく思いました。� （石田孝子）

＊　　　＊　　　＊
ゲイの当事者として、フォーラムにLGBTの講話者を呼びたいと

思っていましたが、今回は叶いませんでした。世界的に有名な新宿
二丁目を抱える新宿区からLGBTに向けて、より肯定的なメッセー
ジが発せられる日が来るのを楽しみにしています。� （大塚隆史）

＊　　　＊　　　＊
２ 度目のこのフォーラムを通し、また昨年度とは異なった沢山の

学びと気付きをいただきました。今以上に男女が共に活躍する社会
の実現に向けて、さらに学びを深めていきたいと思います。このフ
ォーラムに関わるすべての方への感謝を込めて。� （小澤珠美）

＊　　　＊　　　＊
久しぶりに実行委員会の席に座って、会議の進行になじめず今浦

島の感を深くしました。また、講師の選定について、委員の持ち寄
った候補者ひとりのプレゼンにもっと時間をかけて、候補者に対す
る委員の認識を共有すれば良かったと思いました。�（加藤登美子）

＊　　　＊　　　＊
２ 度目の参加でしたが、委員の方々と多種多様な意見交換ができ、

視野が広がったと感じました。当日は岩崎恭子さんの、タイトルど

おり自然体の飾らない率直な経験談に力をもらい、ハンドサインの
方々には、手話の可能性を見せていただきました。� （加藤秀子）

＊　　　＊　　　＊
実行委員会では、講演を依頼する方、どのようなお話を伺いたい

か、その内容について話し合いました。実行委員の方々は年齢幅も
広く、社会経験豊かでご自身の考えをしっかり持っており、会議を
重ねることでお互いを理解しあうことが出来ました。�（川端喜美）

＊　　　＊　　　＊
ひとりでも多くの区民の方に参加していただきたく、議論を重ね

ます。講師との交渉を繰り返し、決定に至るまで気を抜けません。
岩崎恭子さんは輝ける経験を生かし、指導者としてワーキングマザ
ー、母親としての素顔も垣間見え、親しみを感じます。手話パフォ
ーマンスは、活気に満ちたアトラクションでした。� （君塚礼子）

実行委員会からの一言
　何度も実行委員会を重ね、フォーラム開催の準備を行
った実行委員の皆さんから感想をいただきました。
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が表彰されました

表彰のポイント
「働き方の変革」活動による時間外労働の削減を実現。

「仕事と育児の両立プログラム」の取組みにより女性職員
の離職率の低下や、育休後に職場復帰した女性社員に対し
て女性育児経験者が相談に応じる「メンター制度」を設け
て円滑な職場復帰をサポートしている。

受賞コメント
印刷業は受注産業でありますので、お客様の指定される

納期等を守ることが使命と心得ていますが、そのため長時
間労働体質とも言われておりました。そのような中で「こ
のままではいけない」「社員が働きがいを持ち、ワーク・
ライフ・バランスを推進することが企業の持続的成長につ

ながる」と使命感をもち、働き方の改革を進めています。
大きな目的は時間外労働を前提としない働き方を確立す

ること。もうひとつは女性の活躍です。かつて結婚・出産
後に退職してしまう実態がありましたが、ここ数年の取組
みによりまして、みんな職場復帰するようになりました。
今後は男性社員も育児休暇を取れる社風にしていきたいと
考えています。また、女性管理職の育成にも力を入れてい
ます。

介護支援につきましては、仕事と介護を両立するための
セミナー・個別相談会を行っています。

また地域貢献、次世代育成についても取り組んでいます。
新宿区をはじめ全国の小学校で出張授業を行っています。
当社ならではのデジタル技術を活用した教材等を用意し、
社員が授業を行うものです。

このような活動が今回バランスのとれたものとご評価い
ただけたと、光栄に存じております。今後とも一層取組み
を進めてまいりたいと思います。

主な事業内容：総合印刷業

大日本印刷株式会社
バランスの取れた取組みを行い、実績のある企業

ワーク・ライフ・“ベスト”バランス賞

表彰のポイント
女性職員の育成をテーマにした啓発冊子「Rashiku 活

躍する女性部下を育てる管理職編」を作成し、管理職の意
識改革を進めている。育児休業者に対してモバイル端末を
貸し出し、休業中でも情報共有を行い職場復帰に対する不
安解消に取り組んでいる。

受賞コメント
ワーク・ライフ・バランスにつきましては、日本政策金

融公庫においても重要な柱と位置づけ、経営骨子には働き
がいのある職場づくりをかかげています。

公庫が政策的支援を果たすために地域社会に信頼され、
貢献できるしっかりした組織、足元を固めていくそのため

に職員一人ひとりが生き生きと働き続けられる職場である
ことが何よりも大切だと認識しています。

公庫の組織目標として、女性活躍の推進、職場環境の向
上をかかげ、様々な目標数値をモニタリングしながら働き
やすい職場づくりに取り組んでいるところです。

これらの共通した取組みのほか、新宿支店におきまして
はトップダウンでなく、職員全員でワーク・ライフ・バラ
ンスの実現を議論し、一線で活躍する女性経営者を招いた
勉強会を企画、開催しました。仕事の質を落とさない業務
の効率化により、休暇取得を増やすプラスワン運動を展開
する等、ボトムアップの活動に取り組みました。

このたびの表彰は本店と支店が一体となり、支店職員の
一人ひとりが働きやすい職場づくりを考え、行動している
ことが評価されたと考えています。これからもより一層ワ
ーク・ライフ・バランスを追求し、地域社会から信頼され
る金融機関として努力を重ねてまいります。

主な事業内容：金融業

株式会社日本政策金融公庫 新宿支店
独自の取組みを行い、実績のある企業

ワーク・ライフ・バランス アイディア賞

ワーク・ライフ・バランス
推進優良企業

今回表彰された 3 社を受賞のコメントと
ともにご紹介します。

平成２7年度
新宿区
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ワーク・ライフ・バランス推進企業
事例集を発行しました

仕事と生活の調和で柔軟性に富む、持続可能な強い組織へ

公益財団法人日本生産性本部と協働して、新宿区が認定したワーク・ライ
フ・バランス推進企業の中から１０社の優れた取組み事例を紹介する冊子を作
成しました。既に取組みを進め、またはこれから取組みを進めようとする企
業や担当者そして働く人へのヒントが満載です。広く区民の方もご活用くだ
さい。

この事例集は男女共同参画推進センターで配布しているほか、「新宿区ワ
ーク・ライフ・バランス推進応援サイト」からも入手することができます。

http://www.shinjuku-wlb.com/

表彰のポイント
「働き方改善プロジェクト」を立ち上げ、総労働時間の

削減や好事例の共有を行い、社内イントラ等で周知してい
る。新宿区のコンサルタント派遣を活用し、男性の育休取
得推進や短時間勤務者の活動支援について検討し、店長向
けの啓発セミナー等を実施した。

受賞コメント
携帯電話ショップでは多くの女性が働いています。お客

様のニーズは日々多様化し、単純に商品を説明してお客様
にお渡しすればいいというものではありません。いろいろ
な勉強をし、高いスキルを身につけたスタッフに一日も長
く働き続けてもらうためにも、仕事と家庭を両立できるよ

うな環境づくりを進めてまいりたいと思っています。
これを実現するために、一昨年から「働き方改善」の活

動をスタートしました。「仕事はしっかりやる。プライベ
ートもしっかり楽しむ。」それがあって初めて、よりクリ
エイティブな仕事ができると思い、取り組み始めました。
全国にある多くの携帯電話ショップは３６５日営業のため連
続した休暇の取得が難しい時もあるのですが、スタッフた
ちが自ら考え、仕事も私生活も懸命に取り組んでいる姿を、
大変力強く感じています。

ワーク・ライフ・バランスの推進により企業は成長できる、
という考え方のもと、これからも活動は進めてまいります。

この会社で働き続けること、成長を実感できること、幸
せな家庭をつくること、働くことに誇りを持つこと。当社
で働きたいと一人でも多くの方に思ってもらえるようにな
りたいと考えています。

今回の受賞を励みに、また一層レベルを上げるべく、頑
張ってまいります。

主な事業内容：携帯電話の卸売・販売等

コネクシオ株式会社
前年と比較し著しい成果を挙げたことが認められる企業

ワーク・ライフ・バランス特別賞

新宿　ＷＬＢ　応援

表彰された企業の皆さま、おめでとうございます。皆さ
ま方の活動は、組織においてワーク・ライフ・バランスを
進めていく上で、お手本となる例がたくさんありました。
日々ご努力を重ねられ、社員教育のさまざまなノウハウを
蓄積されてこられたことに、心から敬意を表します。 区長と受賞企業の皆さん

吉住健一区長から受賞企業の皆さんへ
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ＤＶが被害者へ与える影響

ＤＶを受けている被害者は、ケガなどの身体的な影
響を受けるだけではなく、いつ暴力を振るわれるか分
からないという不安や恐怖で精神的にも大きなダメー
ジを受けます。また、繰り返し暴力を受けることによ
って、「自分が悪い」という思いが強くなり、自分に
自信が持てなくなることもあります。
家庭内で起きているＤＶは、被害者の行動が制限さ
れていることが多いため、社会的にも孤立し、問題が
表面化せず長期にわたって暴力を受けていることがあ
ります。その場合、暴力から逃れても精神的ダメージ

が大きいため、心身共に回復し、自立して生活できる
ようになるまで非常に多くの時間が必要となります。

「配偶者暴力防止法」で守られます

平成１３年に制定された「配偶者からの暴力の防止及
び被害者の保護等に関する法律（配偶者暴力防止法）」
は、配偶者からの暴力の防止及び被害者を保護・支援
するための法律です。
平成２５年の改正では保護及び支援の適用対象が拡大
され、生活の本拠を共にする（した）交際相手からの
暴力にも、この法律の規定が準用されることになりま
した。

ＤＶ（配偶者等からの暴力）とは ？

これらの暴力は多くの場合、
単独ではなく、複数の暴力が重
なって行われます。暴力はその
対象の性別や加害者、被害者の
間柄を問わず、決して許される
ものではありません。一人ひと
りが暴力について正しく理解し、
「お互いを尊重しあう意識」と
「暴力は許さないという意識」
を持つことが大切です。

ＤＶとは、ドメスティック・バイオレンス（domestic violence）
を略したもので、「配偶者や恋人など親密な関係にある、または
あった相手から振るわれる暴力」を意味します。

暴力の形態は
様々です

身体的暴力
殴る、蹴る、髪を引っ
張る、引きずりまわす、
物を投げつける、病院
に行かせない� など 精神的暴力

大声でどなる、暴言
を吐く、おどす、何
を言っても無視する�
� など

性的暴力
性行為を強要する、避
妊に協力しない、見た
くないポルノビデオ等
をみせる、異常な嫉妬�
� など

子どもを
利用した暴力
子どもに危害を加え
ると言って脅す�など

社会的暴力
人前で侮辱する、交
友関係等を制限する、
行動を監視する�など

経済的支配
生活費をわたさない、
外で働くことを禁じ
る、金銭的自由を与
えない� など
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パープルリボン運動について

パープルリボンは、女
性に対する暴力根絶を訴
える啓発活動の象徴です。
この運動は、世界を子
どもや暴力の被害者にと
って安全なものにすることを目的とし
て、アメリカの小さな町で暴力の被害
を受けた人たちによって生まれました。
紫色のリボンであれば、どのような
形でもよく、それを身につけることで
パープルリボン運動の主旨への賛同を
表明することができます。
新宿区では「男女共同参画フォーラ
ム」のほか「若者のつどい」「女性に
対する暴力をなくす運動」（毎年１１月12
～２５日）の期間中にも実施しています。

ひとりで悩まず、相談してください

▼

�パープルリボン運動への参加を呼び
かけました

▼

�DV防止啓発講座も開催しています

▼�27年度フォーラム実行委員会で話し合い、
「ハト」のデザインに暴力防止へのメッ
セージを託しました

相談窓口 電話番号 受付日時

内閣府ＤＶ相談ナビ
※お近くの相談窓口を案内します。

☎０５７０（０）５５２１０
（一部のＩＰ電話等からはつながりません） ２４時間

新宿区立男女共同参画推進センター
（ウィズ新宿）悩みごと相談室
※男性からの相談も受け付けています。

①電話相談
　☎03（３３５３）２０００
②男性相談員による電話相談
　☎03（３３４１）０９０５
③面接相談予約
　☎03（3341）0801

①午前１０時～午後３時３０分
　（日、祝日、年末年始を除く）

②土曜日 午後１時～３時３０分
　（祝日、年末年始を除く）

③午前８時30分～午後５時
　（日、祝日、年末年始を除く）

新宿区役所第一分庁舎２階
区民相談室

①電話相談
　☎03（５２７３）３６４６
②面接相談予約
　☎03（３３４１）０８０１

①月曜日 午前10時～午後3時30分
　（祝日、年末年始を除く）

②午前8時30分～午後5時
　（日、祝日、年末年始を除く）

新宿区生活福祉課　女性相談 ☎03（５２７３）３８８４ 午前８時３０分～午後５時
（土、日、祝日、年末年始を除く）

東京ウィメンズプラザ
（配偶者暴力相談支援センター） ☎03（５４６７）２４５５ 午前９時～午後９時

（年末年始を除く）

東京都女性相談センター
（配偶者暴力相談支援センター） ☎03（５２６１）３１１０ 午前９時～午後８時

（土、日、祝日、年末年始を除く）

警視庁総合相談センター ☎03（３５０１）０１１０ 24時間

★夜間や緊急の場合は、警察（１１０番）、東京都女性相談センター☎03（５２６１）３９１１へ。
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土曜日担当の相談員からメッセージをいただきました

日曜・祝日を除く毎日、悩みごと相談を行っています。自分
自身の生き方・働き方、心や性の問題、家族との関係、職場や
地域でのトラブル、法的解決のアドバイスまで、幅広い相談に
対応しています。

相談は無料、秘密は固く守ります。お気軽にお電話ください。

★電話番号・受付日時は ７ ページをご覧ください。

をご利用ください
悩みごと相談室

＊家族相談士…子育ての悩み、虐待、親の介護等、家族が直面する様々な問題の解決に向けて一緒に考えサポートします。

平成27年12月より、ウィズ新宿「悩みごと相談室」の相
談員として、家族や職場の中での問題を中心に担当してい
ます。これまで子どもと家庭を支援する仕事をしてきまし
た。その中で、女性が仕事を持ち、結婚し、子育てする条
件は揃いつつある一方、様々な葛藤を抱え、誰にも相談で
きずに悩んでいる方はむしろ増えているのを感じました。
辛い時、一人で抱えこまず、まず相談してみてください。

もやもやした気持ちも、言葉にだすことで整理ができ、心
の中に新しい考えや方法を取り入れる余裕が出てくるかも
しれません。仕事、子育ての悩み、虐待、ＤＶ、子どもの
自立に伴う問題、親の介護など職場や家族の人間関係の中
で起こりうる様々な問題の解決に向けて一緒に考え、サポ
ートしていきたいと思います。

平成28年 ４ 月から、ウィズ新宿の「悩みごと相談室」の
相談員になりました。区民の方々のお役に立てることを、
大変うれしく思います。どうぞよろしくお願いします。

私は、４０年余り、家庭裁判所の調査官として、また、民
間相談機関の相談員として、家庭内の悩みごとの解決や少
年非行の問題に携わってきました。

誰でも、悩みごとがありますと、心が晴れず、自問を繰
り返します。そのようになったとき、相談員に悩みごとを
話されますと、少し霧が晴れるように先が見えることがあ
ります。私は、皆さまの悩みごとを聴き、その解決方法を
一緒に考えることで、お役に立ちたく思います。お待ちし
ております。

白倉憲二（元家庭裁判所調査官）

悩みごと相談室には、日々、いろいろな悩みを抱えた相
談者が訪れます。相談に対応する際、私が心がけているの
は、じっくりと相談者の話を聴くこと。相談者は、解決策
を求めている場合もありますが、その前に相談者のコップ
の水をすっかり空っぽにすることが大事なのです。水がい
っぱいの状態では、こちらの助言や提案はコップに収める

ことはできず、溢れてしまうでしょう。コップの中を空にす
るだけでも、悩みの半分は解決されるといいます。相談さ
れる方は、悩みや思いを余すことなく話してみてください。

明けない夜はありません。必ず、朝が来て、陽の光があ
なたに降り注いでくれます。その一筋の光として、この相談
室という存在があると考えています。

木南絵里（キャリア・コンサルタント）

佐藤圭子（産業カウンセラー・家族相談士＊）
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「
放
浪
記
」「
浮
雲
」
の
作
家
、
林
芙
美
子

の
生
き
方
を
通
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
教
授
の
金
井
景
子
先
生

に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
月
２６
日
（
土
）、「
昨
日
は
大
学
の
卒
業
式

で
し
た
」
と
お
話
を
は
じ
め
ら
れ
た
金
井
先
生

は
、
明
る
く
元
気
、
時
に
は
笑
い
も
誘
う
魅
力

的
な
語
り
口
で
、
参
加
者
は
冒
頭
か
ら
一
気
に

引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

３
つ
の
柱
、
１
「
放
浪
記
」
の
頃
、
女
成
金

に
な
り
た
い
、
２
「
北
岸
部
隊
」
と
「
戦
線
」

の
頃
、
前
線
に
立
つ
女
流
作
家
、
３
「
浮
雲
」

と
最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
わ
た
し
」
を
作
り

直
す
、
を
中
心
に
、
そ
の
時
々
の
林
芙
美
子
の

写
真
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
交
え
な
が
ら
の
お

話
で
し
た
。

林
芙
美
子
が
生
ま
れ
た
明
治
後
半
は
、
良
妻

賢
母
の
考
え
方
が
日
清
日
露
の
２
つ
の
戦
争
の

中
で
よ
り
強
化
さ
れ
た
時
代
で
あ
り
、
女
性
が

社
会
に
出
て
お
金
を
稼
い
で
自
分
の
意
思
で
職

業
を
選
ぶ
と
い
う
夢
が
可
視
化
さ
れ
た
の
は
、

大
正
期
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。
女
性
を
雇
う

理
由
は
「
支
配
し
や
す
い
」「
安
い
賃
金
で
す

む
」「
男
子
に
比
べ
女
子
の
犯
罪
数
が
少
な
い

た
め
、
お
金
の
着
服
が
少
な
い
」「
兵
隊
に
取

ら
れ
な
い
」。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
女
性

が
職
業
婦
人
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
期
に
林
芙
美
子
は
貧
し
さ
か

ら
の
脱
却
を
願
い
「
女
成
金
に
な
る
」
と
い
う

野
望
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
職
業
を
経
験
し
ま
す
。

頑
張
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
経
験
を
繰
り
返

し
、
日
々
の
悔
し
か
っ
た
こ
と
、
嬉
し
か
っ
た

こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
綴
っ
た
日
記

や
詩
が
元
に
な
っ
た
「
放
浪
記
」
が
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
も
甘
ん
じ
る
こ
と

な
く
、
夫
で
あ
る
画
家
手
塚
緑
敏
（
通
称
り
ょ

く
び
ん
）
を
残
し
、
単
身
で
パ
リ
遊
学
し
先
行

投
資
し
ま
す
。
そ
の
間
も
家
族
の
こ
と
を
気
遣

い
仕
送
り
も
し
て
い
ま
し
た
。「
頭
の
中
に
長

編
が
、
こ
こ
に
金
が
入
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
心

配
せ
ず
に
、
帰
っ
た
ら
書
く
か
ら
」
と
い
う
手

紙
を
単
身
先
か
ら
夫
に
出
し
て
い
ま
す
。
現
代

で
も
、
こ
れ
だ
け
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
は
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

太
平
洋
戦
争
勃
発
後
は
、
新
聞
社
の
特
派
員

と
し
て
現
地
に
就
き
、
北
岸
部
隊
の
戦
線
に
随

行
し
て
特
ダ
ネ
を
書
き
、
国
家
レ
ベ
ル
で
求
め

ら
れ
る
存
在
と
な
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
信
じ
て

い
た
聖
戦
が
、
現
実
は
侵
略
で
あ
り
搾
取
と
い

う
側
面
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
気
付
い
た
時
、

戦
後
に
伝
え
る
べ
き
こ
と
と
し
て
過
去
の
自
身

を
引
き
受
け
て
生
き
直
し
ま
す
。

明
治
、
大
正
、
昭
和
と
駆
け
抜
け
た
林
芙
美

子
。「

男
性
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
究
極
と
言
っ
て
も
い

い
兵
隊
並
み
の
働
き
を
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に

い
ち
早
く
気
付
く
。
女
性
が
、
男
性
が
、
そ
ん

な
こ
と
す
る
は
ず
の
な
い
所
に
行
っ
た
人
が
も

の
す
ご
い
真
実
を
掴
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。

経
験
し
て
い
る
も
の
に
、
囚
わ
れ
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
か
ら
解
放
さ
れ
る
、
そ
の
カ
ギ
が
あ
る
。
同

時
に
ど
ん
ど
ん
解
放
さ
れ
て
男
並
み
に
な
っ
た

ら
い
い
か
と
い
う
と
、
大
き
な
落
と
し
穴
が
待

っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
も
含
め
て
林
芙
美
子
と

言
う
人
は
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
て
い
る
。
最

下
層
に
生
ま
れ
て
も
身
を
落
と
す
こ
と
も
な
く
、

日
本
の
文
化
人
と
し
て
は
頂
点
を
極
め
、
旺
盛

な
作
家
生
活
の
中
で
大
量
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
て
い
る
。
そ
の
遺
産
を
私
た
ち
が
き
ち
っ
と

受
け
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。」
と

金
井
先
生
は
語
り
ま
す
。

そ
し
て
「
共
に
社
会
を
生
き
て
行
く
人
た
ち

が
、
歴
史
的
な
背
景
の
も
と
、
現
状
を
ど
う
変

え
て
行
く
か
と
い
う
こ
と
に
想
像
力
を
持
た
な

い
と
、
い
ろ
ん
な
局
面
で
き
し
み
が
出
て
く
る
。

こ
う
い
う
生
き
方
を
し
た
ら
幸
せ
と
い
う
も
の

が
今
も
昔
も
一
つ
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人

た
ち
に
課
せ
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
多
様
。
い

ま
の
社
会
の
多
様
化
し
て
い
る
価
値
観
に
対
し

て
、
公
共
の
教
育
機
関
で
も
も
っ
と
柔
軟
に
、

「
い
い
ね
」「
だ
め
だ
よ
」
と
意
見
を
交
し
合

え
る
よ
う
な
環
境
作
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
？
」
と
の
お
話
に
、
参
加
者
は
熱

心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

林
芙
美
子
の
生
涯
を
通
し
、
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
意
識
を
見
つ

め
直
す
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

講 座 レ ポ ー ト

●
男
女
共
同
参
画
講
座

「
わ
た
し
」を
創
る

�
―
林
芙
美
子
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
教
授
）

講
師
・
金
井 

景
子
氏

林芙美子記念館は、昭和１６年８月
から昭和２６年６月２８日に生涯を閉じ
るまで林芙美子が住んでいた家です。
大正１１年に上京して以来、昭和５
年に落合の地に移り住み、昭和１４年
には、新居を建設し始めました。
客間よりも生活空間に工夫と贅を凝
らした家は、創作活動と同様に生活を
大切にした林芙美子の思いを随所に見
ることができます。

所 在 地　〒１６１－００３５
　　　　　東京都新宿区中井２－２０－１
電　　話　０３（５９９６）９２０７
開館時間　午前１０時～午後４時３０分
　　　　　（ただし入館は午後４時）
休 館 日　�月曜日（月曜日が休日にあたる

ときはその翌日）年末・年始
（１２月２９日～１月３日）

利
用
案
内

林芙美子記念館のご案内

資料提供先 新宿歴史博物館
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【問い合わせ】　新宿区歌舞伎町１－４－１　新宿区役所２階１７番窓口
　　　　　　　　　　子ども家庭部子ども家庭課企画係　☎ ０３（５２７３）４２６１　FAX ０３（５２７３）３６１０

新宿区子ども未来基金にご支援を

子どもの育ちを支援する活動に助成を行います

新宿区子ども未来基金を設置しました

区民・団体等
からの寄附金

積立金
（区の支出金）
３，０００万円

子どもの育ちを支援する
活動への助成

新宿区子ども未来基金

子ども未来基金の概要

学び・共食・
体験の機会や、
活動の場の提供

子どもの
情緒や創造性の

育成

孤食や
育児の孤立化を

防止

ひとり親家庭
生活困窮家庭等
困難を抱えた

子どもや家庭の支援

思春期のこころの
問題等を抱える

子どもとその保護者を
地域でサポートする活動

【窓口にお持ちいただく場合】
子ども家庭課企画係、子ども総合センター、男女共同参
画推進センター、特別出張所へお持ちください。（平日
午前８時３０分～午後５時）

【金融機関で納付される場合】
電話で子ども家庭課企画係へご連絡ください。納付に必
要な書類を郵送します。

新宿区子ども未来基金に寄附をお寄せください

基金の概要
●平成２８年度積立金　３，０００万円
●助成金　３００万円
●�ひとつの活動への助成は３０万円を限度とし、対象経費の４分の３
を助成

助成対象活動
●�「学び」「共食」「体験」の機会、「活動の場」の提供、子どもの情
緒や創造性の育成、孤食や育児の孤立化を防止する活動
●�「ひとり親家庭」「生活困窮家庭」など、困難を抱えた子どもや家
庭を支援する活動
●�子どもの発育発達や不登校、思春期のこころの問題などを抱える子
どもとその保護者を地域でサポートする活動

区は平成２８年４月、子育て家庭の福祉の向上を図り、子どもたちの生きる力を育むため、「新宿区子ど
も未来基金」を設置しました。皆さんからの寄附金を積み立てて「子ども未来基金」とし、子どもの育
ちを支援する区民等の自主的な活動に資金を助成します。皆さんのご支援、ご協力をお願いします。
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国の男女共同参画会議は平成２７年１２月「第４次男女共同参画基本計画策定に
当たっての基本的な考え方」を答申、それを踏まえて本計画が策定されました。

国の「第４次男女共同参画基本計画」
が策定されました

男性中心型労働慣行等の変革等を通じ、仕
事と生活の調和が図られ、男女が共に充実
した職業生活その他の社会生活及び家庭生
活を送ることができる社会

男女が自らの意思に基づき、個性と能力を
十分に発揮できる、多様性に富んだ豊かで
活力ある社会

男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人
が生きることのできる社会

男女共同参画を我が国における最重要課題
として位置付け、国際的な評価を得られる
社会

基 本 的 な 考 え 方

４次計画において改めて強調している視点
あらゆる分野における

女性の活躍

男女共同参画社会の
実現に向けた基盤の整備

推進体制の
整備・強化

安全・安心な
暮らしの実現

これらの視点を踏ま
えたうえで、１２の分
野を掲げ、それぞれに
「施策の基本的方向と
具体的な取組み」を設
定しています。

　平成２８年度から２９年度までを計画期間とす
る「新宿区第三次実行計画」との整合性を確保
するため、平成２７年度に事業内容や指標の見
直しを行いました。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊
　見直しにあたっての課題として「女性の職業
生活における活躍の推進の強化」「LGBT等性
的マイノリティについての理解の促進」「女性
の視点を活かした防災対策の更なる推進」そし
て、今号で特集しました「配偶者等からの暴力
の防止及び被害者の支援に向けた体制強化」の
４点が挙げられました。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊
　「第三次男女共同参画推進計画」は平成２９年度に策定しま
す。策定に向け、区民の皆さまから幅広くご意見をいただき
たいと考えています。ご協力をよろしくお願いいたします。

　男女が、互いにその人権を尊重しつつ喜びも
責任も分かち合い、性別にかかわりなく、その
個性と能力を十分に発揮できる社会を形成する
ことを目的に「男女共同参画週間」（６月２３日
～２９日）が実施されています。
今年度のキャッチフレーズは、

です。
　職場や学校・地域・家庭で、私たち一人ひと
りの取組みが大切です。
　男女のパートナーシップについて、この機会
にみんなで考えてみましょう！

男女共同参画社会
の実現に向けて

意識をカイカク。
男女でサンカク。
社会をヘンカク。

新宿区では「第二次男女共同参
画推進計画」を策定し、総合的
かつ計画的に実施しています
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平成28年６月30日

平成28年度　編集委員会スタート！
　『ウィズ新宿』は公募した ４ 名の編集委員と区の協働
で作っていきます。 ３ 日間の編集講座で基礎を学び、 ６
月より編集会議が始まりました。さまざまな立場や得意
分野を生かし、どのような紙面をつくっていくか話し合
いを重ねています。１２５号（１０月発行）１２６号（ ３ 月発
行）ともに、どうぞご期待ください。

　男女共同参画をテーマに、区と協働で講座を企画・実
施する団体を募集します。ウィズ新宿の登録団体および
新宿区内で継続的に活動する１０名以上（過半数が区内在
住・在勤）の団体が対象です。
①平成２９年 ３ 月３１日までに開催する　②３０名以上の出席
が見込め、団体の構成員以外も出席できる　③営利・宗
教・政治的な活動を目的としない等の条件があります。

★コミュニケーション力アップ講座
　　～一歩前のコミュニケーション力～
①基礎編　�６ 月２５日（土） 

「自分らしいコミュニケーションとは」
②実践編　�７ 月 ２ 日（土） 

「人との関わりのグループワーク」
③表現編　�７ 月 ９ 日（土） 

「右脳アートでコミュニケーション力アップ」
いずれも　午後 ２ 時～ ４ 時
講師：�竹内康代氏（ ２ 級キャリアコンサルティング技能

士、臨床美術士）

★夏休みおもちゃ工作講座
　　おとうさんと“うごくおもちゃ”を作ろう！
８ 月２０日（土）　午前１０時～１２時
講師：�井上智陽氏（イラストレーター、水彩画教室主宰、

手作りおもちゃ講師）

★女性の視点で取り組む防災
９ 月３０日（金）　午前１０時～１２時
講師：�浅野幸子氏（早稲田大学地域社会と危機管理研究

所客員研究員、東京女学館大学非常勤講師）
会場はいずれも男女共同参画推進センター（ウィズ新
宿）。参加費は無料です。
申し込み・問合せは、男女共同参画課☎（３３４１）０８０１へ。

今回は「新宿区男女共同参画フォーラム」岩崎恭子さんの講演
及び「新宿区ワーク・ライフ・バランス推進優良企業の紹介」を特
集いたしました。男女共同参画推進センターでは、今年度も様々
な情報を発信していきます。また、講座や事業を開催いたします
ので、ぜひご参加ください。

編 集 後 記

施 設 案 内
１ Ｆ　受付・事務室
　　　閲覧コーナー
　　　図書カウンター
Ｂ １ 　ワーク室

３Ｆ　会議室
２Ｆ　図書資料室
　　　交流コーナー
　　　悩みごと相談室

月〜土曜日
　午前 ９ 時〜午後 ８ 時
日曜日
　午前 ９ 時〜午後 ５ 時

◆図書の貸出し・利用登録
　月〜土　午前 ９ 時〜午後 ５ 時
◆会議室の利用
　月〜日　午前 ９ 時〜午後１０時
◆悩みごと相談室（電話・面接）
　月〜土　午前１０時〜午後 ４ 時

開 館 時 間

これからの講座

お知らせ
ウィズ新宿とのパートナーシップ講座を

開催しませんか

本 の 紹 介 

松本侑壬子／パド・ウィメンズ・オフィス
『銀幕のハーストリー ～映画に生きた女たち～』

「映画に登場する女性の大半は、男性の目線
で描かれている。」と感じた作者が、女性とい
う視点から映画について記した １冊です。ジャ
ーナリスト出身の作者ならではの的確なデータ
の活用法、工夫を凝らした章立て・リズミカル
な章題の付け方で展開していきます。
映画に描かれたヒロイン像の変遷、それを演

じた女優の人生、時代や体制の変遷に抗いつつ
映画を作り続けた女性監督たちの苦闘の軌跡、女性解放運動の動き
と女性映画の関連性等を、楽しみながら知ることができます。

『主夫になろうよ！』 佐川光晴／左右社

独身男性の１０人に １人が「結婚したら主夫に
なりたい」、既婚男性の ３人に １人が「主夫に
なっても良い」と答える時代。人に見せるため
でなく、自分のために生きようとする全ての人
の背中を押してくれる、新しい生き方を提案し
た １冊です。
主夫の２４時間を写真とイラストで紹介したド

キュメント、Ｑ＆Ａ形式の「お悩み相談室」、
主夫目線で描かれた暮らしのエッセイなど、子育て・家事・仕事を
楽しみながら生活する秘訣を、主夫である著者が伝授します。


